
※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

１

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子

どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 80 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。
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 子ども１人につき １年間３万円。【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】

【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】
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Royal park condo,Street 608, Toul kok,
Phnompenh,Cambodia

(活動のための諸費用含む)

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

根

岸

恒

次

幸福を、平和を、豊かな心を、カンボジアの友と分かち合おう

　

私
は
12
月
11
日
が
来
る
と
77
歳
に
な
り

ま
す
。77
歳
は
喜
寿
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

昔
か
ら
長
寿
を
喜
ぶ
年
の
よ
う
で
す
ね
。

５
月
に
は
中
学
時
代
の
幼
馴
染
み
と
共
に

喜
寿
を
祝
う
同
窓
会
を
行
い
、34
人
が
集

い
ま
し
た
。ま
だ
現
役
で
働
く
人
も
多
く

い
て
、年
を
感
じ
さ
せ
な
い
同
窓
生
に
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
す
で
に
後
期
高
齢
者
の
仲
間

入
り
、日
々
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
を
第
一

と
し
つ
つ
も
、片
一
方
で
終
活
を
始
め
て
い

る
自
分
が
い
ま
す
。80
代
に
な
る
と
、更
に

そ
の
傾
向
が
強
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
近
夢
を
よ
く
見
ま
す
。大
体
睡
眠
が

浅
く
な
る
朝
方
に
見
ま
す
が
、特
に
亡
く

な
っ
た
方
た
ち
が
時
々
登
場
し
ま
す
。本

会
の
関
連
で
は
、山
口
信
正
さ
ん
、佃
井
庸

八
さ
ん
、鈴
木
千
雄
さ
ん
、角
田
勲
さ
ん
、

山
本
哲
郎
さ
ん
な
ど
、会
の
最
盛
期
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
面
々
と
、夢
の
中
で
会
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
皆
様
を
始
め
と
す
る
、沢
山

の
会
員
さ
ん
が
支
援
を
継
続
し
て
く
れ
た

お
陰
で
、本
会
が
活
動
を
始
め
て
丸
26
年

が
経
ち
ま
し
た
。メ
イ
ン
の
活
動
で
あ

る「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」を
始
め

に
、学
校
建
設
、井
戸
建
設
、遊
具
建
設
、

現
地
交
流
等
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ど
の
活
動
も
大
事
な
柱
で
す
が
、９
月

に
完
成
し
た
井
戸
が
と
う
と
う
4
0
0
基

を
達
成
し
ま
し
た
。2
0
0
3
年
に
初
め

て
井
戸
を
掘
り
23
年
間
で
4
0
0
基
、換

算
す
る
と
毎
月
１
基
以
上
を
作
っ
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。私
自
身
は
最
初
の
２

基
の
み
資
金
を
提
供
し
ま
し
た
が
、後
の

3
9
8
基
は
、会
員
さ
ん
た
ち
が
浄
財
を

提
供
し
て
下
さ
っ
た
善
意
の
結
集
で
す
。

水
不
足
に
悩
む
農
村
の
人
々
や
子
ど
も
た

ち
に
と
り
、福
音
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

20
年
ほ
ど
前
、専
属
カ
メ
ラ
マ
ン
の
遠

藤
啓
さ
ん
が
、小
学
校
の
近
く
に
あ
る
池

で
水
を
飲
む
生
徒
た
ち
を
撮
影
し
て
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。今
で
は
立
派
な
井
戸
が

備
え
ら
れ
、も
う
池
で
生
徒
た
ち
が
水
を

飲
む
姿
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。日

本
人
の
善
意
が
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
の

命
を
救
い
ま
し
た
。

　

水
道
の
敷
設
が
遅
れ
て
い
る
僻
村
で

は
、未
だ
に
雨
水
や
池
に
貯
ま
っ
た
水
を

飲
み
暮
ら
し
て
い
ま
す
。井
戸
の
需
要
が

あ
る
限
り
当
面
5
0
0
基
を
目
標
に
、も

う
少
し
頑
張
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
最
近
、日
本
人
が
世
界
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。野
球
で
は
、大
谷
選
手
を
筆
頭

に
多
く
の
日
本
人
選
手
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。サ
ッ
カ
ー
で
は
、

と
う
と
う
日
本
代
表
が
あ
の
ブ
ラ
ジ
ル
代

表
を
初
め
て
破
り
ま
し
た
。そ
し
て
今
年

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
医
学
と
化
学
の
ダ
ブ
ル

受
賞
と
な
り
、昨
年
の「
被
団
協
」の
平
和

賞
に
続
く
快
挙
で
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

そ
し
て
政
治
で
は
、ア
メ
リ
カ
に
先
ん

じ
て
女
性
の
総
理
誕
生
と
な
り
、何
か
世

の
中
が
明
る
く
な
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。こ

ん
な
時
代
が
来
る
な
ん
て
、こ
こ
ま
で
生

き
て
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
う
し
た
活
躍
の
裏
に
は
、地

道
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。　　

　

本
会
は
2
0
2
6
年
か
ら
、27
年
目
の

活
動
に
入
り
ま
す
。あ
と
４
年
で
創
立
30

年
で
す
。決
し
て
長
く
活
動
す
る
こ
と
を

良
し
と
は
し
ま
せ
ん
。使
命
が
尽
き
た
ら

潔
く
消
え
て
い
く
の
も
一
つ
の
生
き
方
で

す
。し
か
し
現
地
に
需
要
が
あ
る
限
り
、果

て
し
な
い
夢
を
追
い
続
け
て
い
く
こ
と
も

一
つ
の
生
き
方
で
す
。

本部事務局 〒369-1246　埼玉県深谷市小前田1552-1
TEL  048-580-7048    FAX  048-580-7049
E-mail   info@aac21.net

　日本の新学期は概ね４月だが、カンボジアの場合は11月１日。

コロナ禍で学校が一時閉鎖され、新学期が数カ月先になった時期

もあったが、昨年あたりからようやく通常の11月に落ち着いた。

　９月～10月の２ヶ月間、カンボジアの小・中・高校は「長い休

み」だったが、11月１日にスタートした新学期に登校した生徒たち

は友達との再会を喜び、フレッシュな気持ちで授業に臨んでいた。

　8月26日、根岸理事長の古く

からの友人である斎藤芳子さん

（前橋市在住）が所属する「ル

ネッサンス・サロン」の定期会

合が「群馬県立図書館」（群馬

県前橋市）のホールで行われ、

根岸理事長が「カンボジアの現

状」について講演した。今年の３月にカンボジアを訪問した時の

スライドも上映、資料として最新の会報を配布した。

　当日は猛暑だったが約20名の前橋市民らが集い、講演終了後質

疑応答も行われ、10名以上の方々が最近のカンボジアについて熱

心に質問していた。

　講演会の様子は、翌日発行の地元紙（上毛新聞）に掲載された。

新学期の授業始まる通学風景

売店でおやつ 清掃時間

講演会後記念撮影

里親さんありがとう

も
う
池
で
生
徒
た
ち
が
水
を
飲
む
姿
を

見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

夢
を
あ
き
ら
め
な
い

お年玉募金にご協力お願いいたします
今年も、お年玉募金にご協力をお願い申し上げます。
　会員の皆様の高齢化や長引く不況などにより、本会の活動を支えてく
ださる会員数が減少しております。それでも、こうした苦境の中にあって
長年にわたり、本会の活動を支援してくださる皆様には心より感謝して
おります。
　今年のお年玉募金は、昨年に続き教育里子への支援金（奨学金）に
充当させていただきますので、皆様の温かいご支援をよろしくお願い申
し上げます。　同封しました所定の振込票をご利用ください。

前橋市で講演会開催

カンボジアの小・中・高校で新学期始まる

( 

遠
藤 

啓
さ
ん
よ
り
提
供 )
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本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました

９月10日、現地スタッフが「キリソックサン小
学校」（クラチェ州スヌオル郡・生徒数＝87
人）を訪問、「カンボジア教育支援西予」（代
表＝広瀬稔さん・愛媛県在住の会員）と山口
亭　平井一清さん（愛媛県西予市）が寄贈し
た井戸の贈呈式を行った。「西予ＣＡＴＶ」
が協力してくれた。

▶

▶

９月10日、現地スタッフが「ヤエ小学校」（ク
ラチェ州スヌオル郡・生徒数＝68人）を訪
問、「国際ソロプチミスト安城」（愛知県安城
市）が寄贈した井戸の贈呈式を行った。
　同団体は本会を通じて2016年からカンボ
ジアの小学校を支援、井戸、遊具、トイレ棟、
ソーラーシステムなどを寄贈している。

完
成
し
た
井
戸
の
前
で

記
念
撮
影

水
道
が
な
い
地
方
で
は
雨
水
や

池
の
水
を
カ
メ
に
入
れ
て
暮
ら
す

完
成
し
た
井
戸
水
で

顔
を
洗
う
生
徒
た
ち

　８月10日（日）、
埼玉県内にお住
いの会員さん３名
が事務局に集ま
り、９月１日付会
報（141号）の封入
作業を手伝ってく
れた。翌々日には
地元の寄居郵便
局から全国の会員さんに、郵送を済ませること
ができた。
　作業終了後、皆さんが持ち寄ってくれた昼食
を食べながら楽しい懇親会を行った。
　また、学校の校舎建設等でお世話になって
いる「ＫＨＪグループ」代表のシンホンさんが
仕事で来日中、忙しい中時間を割き陣中見舞
いに来てくれた。
　これからも会員相互の親睦交流を兼ね発送
作業を行うので、お手伝いできる方は事務局
にご一報を。（駐車場あり）

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
教
育
支
援
を
希
望
す
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
子
ど
も
た
ち
を
、
会
報
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
支
援
し
て
く
だ

さ
る
方
は
、
子
ど
も
の
名
前
を
添
え
て
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ

い
。

（
先
に
里
親
が
確
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
既
に
里
子
を
お
持
ち
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
顔
の
見
え
る

マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
の
教
育
支
援
で
す
。

教育支援を
お願いします！

ソ
ル
・
ソ
ッ
ク
コ
ン
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子)

●
両
親
離
婚
、
母
親
の
み
。
弟
２
人
、
妹
が
１
人

　

い
る
。
現
在
母
親
、
弟
、
妹
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
本
を
読
む
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
10
分
。

ス
ム
・
キ
ム
ホ
ゥ
イ
ち
ゃ
ん
︵
女
の
子
︶

アムプレピン小学校

（コンポンスプー州コーンピセイ郡）

５年生（11歳）

●
母
親
死
亡
、
父
親
の
み
。
妹
が
１
人
い
る
。
現
在

　

父
親
、
妹
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
縄
跳
び
を
す
る
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
10
分
。

アムプレピン小学校

（コンポンスプー州

コーンピセイ郡）

３年生（８歳）

アムプレピン小学校

（コンポンスプー州

コーンピセイ郡）

４年生（９歳）

アムプレピン小学校

（コンポンスプー州

コーンピセイ郡）

５年生（10歳）

アムプレピン小学校

（コンポンスプー州コーンピセイ郡）

６年生（13歳）

ヒ
ー
・
ソ
ッ
ク
ミ
ア
ン
ち
ゃ
ん
︵
女
の
子
︶

ニ
ェ
ン
・
セ
イ
ハ
ー
く
ん

︵
男
の
子)

●両親離婚、母親のみ。兄３人、弟が
　１人いる。現在母親、祖母、兄、弟と暮らす。
●好きなこと＝サッカーをすること。
●学校まで徒歩で15分。

●両親離婚、母親のみ。兄弟姉妹なし。
　現在祖母と暮らす。
●好きなこと＝絵を描くこと。
●学校まで徒歩で15分。

☎ 

０
４
８
・
５
８
０
・
７
０
４
８　

   

０
４
８
・
５
８
０
・
７
０
４
９

FAX

●
両
親
離
婚
、
母
親
の
み
。
弟
１
人
、
妹
が
２
人
い

　

る
。
現
在
母
親
、
弟
、
妹
、
祖
母
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
本
を
読
む
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
15
分
。

チ
ョ
ー
ン
・
ポ
ッ
テ
ィ
ア
リ
ー
ち
ゃ
ん
︵
女
の
子
︶

ボランティアで
会報発送のお手伝い

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
新
空
港
が
開
港

ウオッチ カンボジアウオッチ カンボジア

シンホンさんを囲んで
楽しいランチ会

高校卒業試験

　2つの小学校に井戸を寄贈　2つの小学校に井戸を寄贈 　高等学校卒業試験行われる
カンボジアでは、８月に高校
卒業試験が全国一斉に行わ
れた。受験者総数は144,848
人、その 8 4 . 5 ％ に当たる
122,473人が合格した。昨年
の合格率は79％だったので、
昨年を上回った。試験科目は
地球と環境・地理・歴史・生物
学・外国語・クメール語・数
学・化学・物理学・道徳（公民）となっている。
　高校卒業試験合格は、大学進学の必須条件となっており、不合格にな
ると多くの生徒は卒業できないまま就職するしかないが、中には留年して
次年度に再挑戦するケースもある。
　本会が奨学金を支援している高校生の里子のうち３年生だった14人
が高校卒業試験に臨んだ結果、９人が合格、５人が不合格になった。全
国平均よりやや低い合格率だった。
　合格した里子の大半が大学又は専門学校に進学する方向、残念ながら
不合格になった里子の多くが就職の道を進むが、１人だけ留年して、来
年の高校卒業試験に挑戦するという。
　「クメール教育里親基金」の対象は原則として高校までとなっている
が、上の学校に進学する場合は教育里親さんにご協力いただき、同金額
を前提に教育支援を継続している。

カンボジアでは都市から離れた僻村に水道が
なく、水源は川や池の水（又は雨水）に依存し
ています。幸い、地中30メートルの井戸を掘れ
ばきれいな水が確保できるので、皆様からの
ご支援をお待ちしています。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
の

南
方
約
20
㎞
に
位
置
す
る
﹁
テ
チ
ョ
国

際
空
港
﹂
が
、
９
月
９
日
に
開
港
し

た
。
総
事
業
費
15
億
ド
ル
を
投
じ
て
建

設
さ
れ
た
同
空
港
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
航

空
業
界
最
大
の
規
模
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

事
業
で
あ
り
、
国
際
競
争
力
の
向
上
を

図
る
戦
略
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

﹁
テ
チ
ョ
国
際
空
港
﹂
は
、
既
存

の
﹁
ポ
チ
ェ
ン
ト
ン
国
際
空
港
﹂
に
代

わ
る
新
空
港
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
敷
地
面
積
は
２
、
６
０
０
ha
に
及

び
、
カ
ン
ダ
ル
州
と
タ
ケ
オ
州
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
開
発
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
民
間
航
空
事
務
局
と
国
内
有
力
財
閥
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
合
併

企
業
が
担
っ
た
。

　
一
方
既
存
の
﹁
ポ
チ
ェ
ン
ト
ン
国
際
空
港
﹂
は
９
月
８
日
に
閉
鎖

さ
れ
た
。
４
０
０
ha
の
跡
地
は
国
有
資
産
と
し
て
維
持
さ
れ
、
将
来

的
に
は
経
済
開
発
へ
の
活
用
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
お
盆
で
に
ぎ
わ
う

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
全
土
で
９
月
21
日
か
ら
23

日
ま
で
行
わ
れ
た
伝
統
行
事
﹁
プ
チ
ュ
ン

バ
ン
祭―

お
盆
行
事
﹂
に
お
い
て
、
国
内

の
旅
行
者
数
が
前
年
比
20.

１
%
増
の
２

14
万
４
２
２
４
人
を
記
録
し
た
。
観
光
省

に
よ
れ
ば
、
旅
行
者
の
大
半
を
国
内
観
光

客
が
占
め
、
一
部
外
国
人
旅
行
者
の
姿
も

み
ら
れ
た
と
い
う
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
豪
雨
被
害
拡
大
、

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
州
等
で
洪
水

　
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
北
部
及
び
中
部
を
中
心
に
豪
雨
が
断

続
的
に
続
き
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
、
シ
ェ

ム
リ
ア
ッ
プ
州
、
ク
ラ
チ
ェ
州
に
お
い

て
河
川
の
氾
濫
や
鉄
砲
水
に
よ
り
、
深

刻
な
被
害
が
発
生
し
た
。
住
宅
や
イ
ン

フ
ラ
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
浸
水
、
各
地
で
住
民
避
難
が
進
め
ら
れ

た
。
幸
い
人
的
被
害
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

整
備
さ
れ
た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
群

整
備
さ
れ
た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
群

　
９
月
に
本
会
会
員
さ
ん
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
を
観
光
し
た
感
想
と
し
て
、

前
回
の
訪
問
時
と
比
較
し
遺
跡

の
周
辺
整
備
が
進
ん
で
い
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
世
界
最
大

級
の
石
造
建
造
物
を
大
切
に
保

存
し
た
い
も
の
。

整備された
アンコールワット

クラチェ州の市内

カンボジアのお盆

新空港






